






On the Strength Characteristics 
of Compacted Kanto-Loam 1 
一-StrengthRegain after Roller Compaction--
Yoshio OHNE， Kunitomo NARITA， Tetsuo OKUMURA， 
Katsumi KAT AGIRI* and Yuuji MURASE村
As the second report on the strength characteristics of compacted Kanto-Loam， thixotropic 
strength regain after roller compaction was studied in this paper. A series of laboratory tests 
were performed to invesitigate the infiuences of compaction energy and water content on the 
characteristics of strength regain for two di任erentKanto-Loams. Some discussions w巴r巴then
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50%， 100%， 200%， 300%， 400% 
3 強度凶復試験の放置時間
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図-13は初期状態 (t二 0)のコ ン抵抗値 qcとEcの
関係を示したものである。前図と比較して考えると，
Ec = 100%以上の範囲では，確かにEcの増加に伴って qc
値が低下(軟化)しており，上記の推論を裏付けている。



























(8: J工SStandard Mold) 
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対して t二 O日(初期状態)と t=30日の qc値と qu値，
ならびに t= 30 Elまでの強度回復を表す指標として各
強度比(30日後の qc，qul直と O日における qc，qu値の比〕
が百分率で示してある。数値に範囲があるのは供試体作
製時の締固めエネノレギ-Ecの違いによるものであり，表
には Ec 二 100%~400%の結果がまとめられている。
図-13に示したように，全体的な傾向として Ecが大な
るほど練返しによる軟化が顕著になるので，表の t= 0 
日における qc，qu値の下限値はEc= 400%，上限値は









q u (叶車度比 qc 強度比 q u 
試料名 古水状態
q c (0日) q u (0日)1 (%) (%) 
6. 7~ 9.2 0.50~0.67 
FM 123~ 131 122~ 157 
5.1~ 7.5 0.35~0.51 
10.2~12.4 0.65~0. 79 
A FM-5 121~ 140 110~ 133 
7. 7~ 9.2 0.49~O.61 
12.9~15.9 0.88~0. 93 
FMー 10 126~ 145 103~ 129 
8.9~11.5 。 72~0.87
6.5~ 7.9 0.34~0.44 
FM 157-260 111-215 






qc， qu: kgf/cm'単位 Ec=100~4003百
締固めた関東ロームの強度特性に関する研究 I 201 
回復量が大きくなる傾向がみられている。したがって，
パラツキは大きいのであるが，表の qc，quに関する強度
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qu = O.07qc または qc=O 14qu 
なる関係が得られる。この関係は，関東ロームについて
従来から提案さわしている。










一一一一一一 ConeVa1ue qc (kgf/cm') 
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